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介護必要になっても、「住み慣れた環境で、家族や親しい方に囲まれて、自分らしい生活を送られこ
と」その為に等施設では、地域医療と介護の両面から援助している。運営者と職員は施設の理念を共
有し、自分での生活の継続性を大切に穏やかな雰囲気の中で、時間をすごしている。

平成２５年９月１０日

　地域密着型サービスの特色である通い、泊まり、訪問サービスを利用者一人ひとりの生活リズムに
合わせて提供しており、通いサービスは開始時間を限定することなく受け入れているほか、訪問サー
ビスにおいても予定以外の緊急対応をすることにより、高齢者世帯や重篤な持病を抱えているケース
でも在宅生活を継続することができるよう支援している。
　同一敷地内に運営母体の医療機関があり、医師が居住しているほか、職員の大半が近隣に居住して
いたり、利用者も以前から当該医療機関を利用したりして馴染みの関係を築ていおり、地域ぐるみで
地元の高齢者を支える仕組みを確立している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

職員一人ひとりが、利用者の気持
ちに添ったサービスを提供してお
り、家族・地域との時間も大切に
展開している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

運営推進会議は、２ヶ月おきに開
催している。会議内では、運営状
況を報告するほか、委員からでた
意見等を運営に反映させている。

1 1

2 2

3

4 3

地域のひとり暮らしの方や高齢者
世帯の方が、気軽に来所し交流出
来る雰囲気にしている。時々、地
域の方々がボランティアやお茶を
飲みに来られている。

ボランティアの方々を通じて、認
知症状や行動について説明をし、
理解していただいている。

　運営推進会議は利用者の代表や家族等の代
表、市職員、民生委員、地域住民、近隣の特
別養護老人ホームの職員、県の看護協会の代
表などで２ヶ月に１回開催している。
　会議では利用者の心身の状況やサービスの
内容を報告し、委員から出た意見や課題の改
善に向けて話し合いをしている。
　会議で出た意見を基に、災害時の備蓄品を
改めて整備したり、近隣住民から災害時にお
ける井戸水提供の約束を得るなど、会議で出
た意見等をサービスの向上に活かしている。

外　部　評　価

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所独自の理念を作成し、玄関と居間に掲示す
るとともに、職員は月１回の会議や年１回の
管理者との面談時に確認して共有を図り、利
用者が地域の中で生活ができるよう実践につ
なげている。

　

　日常的に近隣住民や元利用者が来訪し、自
家栽培の野菜を分けてもらったり、利用者と
昼食を摂ったりしている。
　シルバーリハビリ体操や楽器演奏のボラン
ティアを受け入れ、利用者と楽しく体を動か
したり、歌を歌ったりして交流を図ってい
る。
　利用者が貯金の出し入れが行えるように、
地域の郵便局長が事業所から郵便局までの送
迎をしてくれている。
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3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

運営推進会議以外にも、地域密着
型施設として認識し、連絡・報
告・相談を密に行っている。

施設内は、自由に移動できるよう
に配慮している。また、利用者の
行動状況を、職員１人１人が把握
し、ともに動くようにしている。

利用者、一人ひとりの気持ちを大
切にしたサービス提供をしてい
る。ケアカンファレンス・職員会
議等には、虐待・拘束予防につい
て職員と確認し合うことにしてい
る。

管理者及びケアマネジャーは、権
利擁護に関する制度理解に努め、
必要性のある利用者・家族への支
援が出来るようにしておく。
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　職員は利用者の要介護認定申請のため介護
保険課へ出向いたり、認定調査員が訪問する
際は家族等に代わって調査に立ち会うほか、
市担当者から地域の高齢者人口の情報をもら
うなど、協力関係を築くように取り組んでい
る。
　市の地域包括支援センターからは、利用者
の紹介を得ている。

　玄関と居間に身体拘排除のポスターを掲げ
て職員の意識を高めているほか、事務所には
職員がいつでも確認ができるように身体拘束
をしないケアのマニュアルを用意している。
　管理者は職員に実際のケアの関わりの中
で、身体拘束の禁止事項を具体的に説明し、
全職員で玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　職員は利用者からの意見や要望は、日々の
ケアの中で利用者から直接聞き取っている。
　「家族に見守られながら自宅で最期を迎え
たい」との希望を受け、自宅での看取りに向
けた訪問サービスが提供できるよう取り組ん
でいる。
　家族等の要望は、職員が自宅を訪問して家
族等と面談したり、連絡帳を活用したりして
把握に努めている。

　

　管理者は月１回の会議において、職員から
意見や提案を聞く機会を設けているほか、年
１回職員との面談の時間を設け、利用者の薬
や連絡帳の管理方法の改善を図るなど、出た
意見等を運営に反映させている。

職員一人ひとりの意見を聞き、就
業規則にのっとり、前向きに業務
に励めるような環境作りに努めて
いる。

契約時に説明し、納得した上で契
約を行っている。家族との連絡を
大切にしており、必要時の理解と
納得を図っている。

利用者、家族の意見は、運営推進
会議時に参加してもらいながら伺
うこともあるが、通常は電話及び
訪問などを行いながら、利用時の
記録・連絡・報告などの書類にて
行っている。また、日頃から気軽
に相談できるように、声掛けを
行っている。

代表者は、月に一回の職員会議に
参加している。また、職務中にも
職員の意見を聞く機会を設け、運
営に反映している。

9
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11 7
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

研修会や連絡会に参加してもら
い、他の小規模多機能型施設との
交流も行っている。

環境に慣れていただけるように、
職員が出来るだけ傍にいられるよ
うにしており、声掛けや話をいつ
でも聞くことが出来るようにして
いる。

家族と連絡を密に行い、家族の困
り事や要望等耳を傾けることが、
出来るように電話や連絡帳を使っ
て心がけている。

「その時」必要としているサービ
スを利用者及び家族と話し合いな
がら、アセスメントを行い、他の
サービス利用を含めたケアを行っ
ている。

施設外の研修会には、勤務調整を
行いながら、出来るだけ参加して
もらっている。また、施設内研修
については、年間研修計画を作成
し、定期的に行っている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

職員が利用者の間に入り、お話や
ゲーム等を行い、良い雰囲気作り
に努めている。

自立となり利用を解約された独居
の方でも、関係を大切にしなが
ら、「困り事」の相談や支援をし
ている。

連絡帳での交流や訪問・電話等で
話し合いながら、利用者の介護に
努めている。

利用者自身で行えることは行って
もらい、支援が必要なことを支援
していくことを、利用者及び家族
に説明しながら、暮らしをともに
過ごしている。また、利用者同士
での支えながら出来ることは、職
員とともに行ってもらっている。

当施設での知人や家族との面会
や、知人の電話の取次ぎや送迎時
の近所の人との声かけなど行って
いる。

18
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　職員は入居時のアセスメントにおいて、利
用者のこれまでの生活歴を把握するように努
めている。
　日常的に親戚や近隣住民が訪ねて来て利用
者と楽しく歓談をしているほか、利用者は家
族等と馴染みの店に買い物や外食に出かけて
いる。
　月１回馴染みの理容師が来訪して利用者を
散髪している。
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次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

ケアカンファレンス等で、１人１
人の状況を報告し把握している。
変化があった場合には、その都
度、連絡ノートに記録し回覧して
いる。

職員は利用者との会話を通じ、毎
日の利用者の体調や意向の把握に
努めている。また、意向を言い表
せない利用者には、表情や素振り
で利用者本位に検討している。

利用者から会話を通して聞いた
り、家族から情報を聞いたり生活
歴や生活環境及びサービス利用の
経過等の把握を常にしている。

ケアマネジャーは毎日の自宅訪問
時に利用者及び家族等から意見や
要望を聞き、現状に即した介護計
画を見直している。職員は送迎時
に家族等から利用者の様子や家族
の等の予定などをきめ細かく聞
き、介護計画に反映させている。
モニタリングを毎月実施するとと
もに、介護計画は長期は１２ヶ月
毎、短期は６ヶ月毎に見直してい
る。
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　介護計画は利用者や家族等の意向を基に、医
師や介護支援専門員、職員で話し合って作成し
ている。
　職員は毎月利用者の自宅を訪問し、利用者や
家族等の生活に対する意向を確認するととも
に、介護計画の効果をモニタリングしている。
　利用者や家族等の意向のほか、利用者の身心
の状態の変化に合わせて介護計画を見直してい
る。
　自宅で利用する「訪問サービス」と、事業所
で利用する「通いサービス」並びに「宿泊サー
ビス」を連動させながら介護計画を作成すると
ともに、自宅と事業所での生活が一体となるよ
う工夫している。

　

　職員は日々把握した利用者一人ひとりの思
いや意向を介護記録に記載して共有を図り、
利用者本位のサービス提供に努めている。
　利用者の言葉にならない思いなどは、日々
の支援の中で表情や態度から把握するように
努めている。
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8 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職員
間で情報を共有しながら実践や介護計
画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発
揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看護
職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

警察・消防・民生委員の方々やボ
ランティアの協力をいただき、利
用者の生活を支援している。

体調の変化や受診希望があれば、
かかりつけ医に受診を行ってい
る。定期受診は、原則的には家族
が行っていただいているが、緊急
を要するときなど出来ないときに
は、出来るだけ同行をしている。

看護職員に、現状を把握してもら
うために、報告・相談を常にして
いる。状態変化があった場合に
は、昼夜を問わず性格に状態を伝
え、支援できるようにしている。
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日々、個別記録を記入している。
記録を基に申し送りを行い、実践
や計画に活かしている。

一人ひとりの状況に応じて、本人
及び家族の希望を聞き、柔軟な支
援サービスに対応している。

　かかりつけ医を変更することなく、必要に
応じて納得が得られた医療機関の受診や、随
時訪問歯科診療が受けられるよう支援してい
る。
　家族等が通院に付き添えない場合は職員が
付き添い、受診結果は連絡帳を活用して家族
等に報告している。
　家族等と受診する場合には、職員は利用者
の日頃の様子を文書などで医師に情報提供
し、受診後は家族等から結果の報告を受けて
いる。
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9 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早期
に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。又は、
そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対応
の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

避難訓練・消火訓練を年２回行
い、通報・消火・誘導が速やかに
出来る様にしている。

入院した時は、家族・本人と話し
合い行い、病院関係者及びＭＳＷ
との連携を行っている。

看取りに着いての定義を作成し、看
取り介護の方針を全職員で共有して
いる。また、看取り介護の方針に基
づいた役割分担を担当者とともにき
めている。看取り段階に入った場合
は家族等の意見を反映した看取り計
画書を作成し、段階に応じて看取り
計画書を見直し、担当医や家族等、
職員などの利用者を取り巻く必要が
関係者で連携を図りながら支援して
いる。

会議や日々の申し送りを通し、対
応の仕方を理解している。緊急時
の対応については、家族の希望を
聞き対応について同意書を作成し
ている。
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　火災及び地震災害を想定した避難訓練を年２
回実施するとともに、実施記録を作成し、課題
を明らかにして次回の訓練につなげている。
　職員の多くが事業所の近隣に居住していた
り、地区の婦人消防団員として活動したりして
いるほか、法人代表が同一敷地内に居住してい
るため、災害時でも早急に対応ができる体制を
整えている。
　緊急時に近隣住民の井戸水を提供してもらう
約束をしているが、避難訓練に近隣住民の参加
を得るまでには至っていない。
　米やレトルト食品、飲料水、カセットコンロ
などを備蓄するとともに、玄関に避難持ち出し
袋を備えている。

　実際に避難が必要になった
場合には職員以外の協力も必
要であることを認識し、近隣
住民にねばり強く避難訓練へ
の参加を呼びかけることを期
待する。

　重度化した場合や看取り介護については、
利用者や家族等の意向を確認し、同意を得な
がら医師や看護師などの医療関係者と連携を
図っている。
　看取り介護に向けて職員で話し合い、役割
分担表を含めたマニュアルを作成している。
　利用者の希望を受け、同一法人の医師や看
護師と連携を図りながら自宅での看取りも支
援している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

本人・家族の希望を聞き、施設内
での理容を月１回行っている。

家族での生活・本人の希望を把握
し、その日の体調を考慮し、支援
している。

１人１人で生活歴や家族環境を把
握することで、人格を尊重し言葉
掛けにも注意している。

一人ひとりの希望を聞き、自己決
定出来る様に、声掛けや会話をし
ている。
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  職員はアセスメントで利用者の生活歴を把
握するとともに、利用者の気持ちを尊重する
ために個室に移動して話を聴く機会を設けて
いる。
　排泄や入浴を促す時には耳元で声をかける
よう配慮している。
　個人情報に関する書類は事務所の鍵のかか
る書棚に保管している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

食事前後に、テーブル拭きや後片
付けをしていただいている。利用
開始時に嗜好をきき、毎食のメ
ニュー票を作成している。また、
食残が多きときは、利用者の意見
を真摯に聞き、メニューの検討を
している。食器の検討もしてい
る。春は花見・秋は紅葉狩と証し
て外食を職員としている。

利用者一人ひとりの食事量を毎食
チェックしている。水分は、来館
時・食事時・10時・15時等にこま
めに取れるようにしている。

毎食後、必ず個々の利用者のＡＤ
Ｌに準じた口腔ケアを行ってい
る。その際、口腔内の状況や入れ
歯の状況などを観察している。

トイレに行くときの声掛け・誘導
を行い、オムツが必要な方でも、
トイレ便器で自力で排泄出来るよ
うになるように、排泄リズムに合
わせた支援を行っている。

43 16

40 15

41

42

　利用者は食事の準備や後片付けなど、でき
ることは役割を持って取り組んでいる。
　食事が楽しみなものとなるよう、利用者と
職員が一緒におやつ作りをしたり、花見や公
園めぐりの際は、喫茶店に立ち寄ってお茶を
飲んだり、お菓子を食べる機会を設けたりし
ている。

　職員は排泄チェック表を基に一人ひとりの
排泄のタイミングを計りながらトイレ誘導を
しているほか、トイレでは自立した排泄がで
きるような声かけと介助に努めている。
　トイレは車いす対応で広く、手摺も設置さ
れており、介助が必要な状況でも排泄の自立
に向けた支援ができるよう工夫している。
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部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

排泄誘導時に自己による排ガスを
促したり、水分摂取の工夫をした
り、体操・散歩等による運動行っ
ている。

個人の体調や希望を聞きいれ、快
く安心して入浴が出来るように心
がけている。

家庭での生活と同じように、休息
する時間を一人ひとりが取れるよ
うに支援している。

症状や薬の目的を理解し、症状の
変化は、カンファレンスや申し送
りで話し合いをしている。

一人ひとりの家庭での役割や今ま
で生活してきた歴史を把握し、職
員一同に共通認識しもらいなが
ら、家事の手伝いや草木の世話
ゲーム参加などを一緒に行っても
らっている。
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　通いの日は毎回、泊まりの場合は２日おき
に入浴ができる体制となっており、利用者の
心身の状態に合わせたり、必要に応じて足浴
や清拭を取り入れたりして支援をしている。
　入浴に対して負担感などを感じている利用
者でも無理なく入浴ができるよう、一人ひと
りに合わせた声かけを工夫している。
　利用者が入浴を楽しめるよう歌を歌いなが
ら入浴したり、菖蒲や柚子、入浴剤を使用し
たりしている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

電話を掛けたいときには、自由に
事務所の電話を利用している。利
用者自身で手紙をやり取りの希望
があるときは、支援している。

家庭的な空間を心がけており、利用
者が集まるホールに面し、オープン
カウンターの厨房を設置し、調理時
の音や匂い作っている姿などが感じ
られるように工夫をしている。ま
た、外には季節が感じられる花や野
菜を作り、収穫する季節がわかるよ
うにしている。トイレも車椅子対応
ができる広さをがあり、安心して使
用できる手すりを設置している。廊
下にも手すり設置し安心して歩行出
来るように配慮している。

原則的には、認知症の方が多く、金
銭を所持することは利用者間のトラ
ブルの原因となるため、館内には持
ち込まないこととなっている。しか
し、家族及び利用者本人の意向によ
りどうしても持参したいと希望され
るときは、持参し事務所内で一時保
管し、帰宅時には必ず返却してい
る。また、買い物時は支払いの支援
をする。

不定期であるが、数人での散歩・
ドライブに出かけたりいている。
また帰宅時に遠回りして地域の様
子を見せたり、近所のスーパーに
立ち寄り食べたいものを購入でき
るように日常的な支援をしてい
る。

51

52 19

49 18

50

　居間や長い廊下にはミニソファーがたくさ
ん並べられており、利用者が思い思いの場所
で寛ぐことができるようになっている。
　壁面に利用者と職員が制作した季節感のあ
る折り紙の作品を掲示したり、七夕など季節
の飾り付けを行ったりして、居心地のよい空
間づくりをしている。
　業務用の空気清浄器を設置して、感染症対
策をしている。

　日常的に庭先に出て散歩ができるよう支援
をしているほか、気分転換が図れるように花
見や紅葉狩りなどに出かけられるよう支援し
ている。
　利用者は家族等の協力を得ながらカラオケ
や衣料品の買い物に出かけたり、職員が同行
してコンビニエンスストアで食品を買ったり
している。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

トイレの場所・宿泊時での自室が
わかるように矢印や居室前の名前
の掲示をしている。

宿泊時には、自宅の居室を参考に
しながら、ベットの向きを考慮
し、本人が戸惑うことがないよう
に環境を整備し、自宅と同様に休
まれるように工夫している。本人
の希望によっては、畳の部屋を提
供している。

廊下の間にソファーを置き、利用
者が1人になっり寛げることが出
来る場所を設置している。

55

53

54 20

　職員は利用者や家族等と話し合い、自宅で
使っていた毛布や枕などを持ち込んでもら
い、居心地よく過ごせるよう工夫をしてい
る。
　利用者が安心して過ごせるように、泊まり
の部屋とトイレの位置関係が自宅と同じにな
るよう考慮しながら泊まりの部屋を選択して
いる。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

○ 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

○ 3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

○ 3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族と

○ 2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

○ 2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族等が

○ 2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。



（様式４）

事業所名　小規模多機能型居宅介護施設豊友館

作成日　 平成２５年９月２５日 　　　　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 35

火災及び地震災害を想定
した避難訓練を2回/年実
施しているが、避難訓練
時に近隣住民の参加を得
るまでには至っていない
現状がある

地域住民参加型の避
難訓練を想定

地区社協の方の現在避難訓
練のことで協議中である。4
月と11月の2回/年の避難訓
練時の参加を検討していた
だきたくため、陳情中であ
る。

6ヶ月

2 26

「訪問」「泊り」「通
い」の各サービスと連動
させながら介護計画を作
成しているが、個別計画
の充実までには至らない
現状がある。

介護計画に基づく個
別計画の充実

介護計画の充実を図りなが
ら、個別計画を職員全員で
立てられるように研修や検
討を行う。

12ヶ月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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